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表示方法 日本語 英語表記例

表音表記
※常にヘボン式ローマ字を使用

普通名詞部分以外の表音を表示

駅名や施設名として使用され、
日本語による表音表記が確立し
ている場合

一定の対訳があるものの、日本文
化を正しく理解するために日本語
の読み方を伝えることが必要な場
合は、表音表示した後に、表意を
（　）書きで表記
※日本語の表音が既に認識されて
　いる場合は、表意表記は必要と
　しない

普通名詞部分を切り離すと、それ
以外の部分だけでは意味がなさ
ない、不可欠な固有名詞として広
く認識されている場合
※意味・呼び名を正しく伝える必要
　がある場合は、ローマ字による
　表音表示に加え、普通名詞部分
　の表意表記をする

日本由来 日光
丹沢大山
蔵王

外国由来 外国語由来の原語部分を英語表記
※人名の場合は、英語以外を表記
　できる

普通名詞部分を含む
固有名詞

日本由来
の普通名
詞

外国語由来の普通名詞 原語を英語訳して表記

翻訳先言語に対訳が
ある場合

表意表記 本

茶碗

温泉

表音表記した後に、説明的な語句を
表記
※日本語の表音が既に認識されてい
　る場合は、説明的語句は不要

翻訳先言語に対訳が
ない場合

■英語の表記方法例
分　　類

一般的な
固有名詞

Nikko
Tanzawa - Oyama
Zao - o
※発音のしやすさ等から、oが
　重なる固有名詞はその間に
　－（ハイフン）を入れることが
　可能

Kamikouchi  Weston  sai
Minami - Alps
※発音のしやすさ等から、複数の
　名詞等で構成される固有名詞
　はその間に－（ハイフン）を入
　れることが可能

Hibiya  Park
Utoro  Fishing Port
Mt.Fuji
Ishikari  River
Lake  Biwa

Mt.Gassan
Mt.Tateyama
Arakawa  River
Nikko  Tosyogu Shrine
Ise - jingu Shrine

上高地ウェストン祭
南アルプス

日比谷公園
ウトロ漁港
富士山
石狩川
琵琶湖

月山
立山
荒川
日光東照宮
伊勢神社

国会議事堂前 Kokkai - Gijidomae
(National Diet Bldg.)
※スペース、視認性から略語使用
　が適当と考えられる場合は、
　略語使用が可能

Gassho - zukuri

Book

合掌づくり

カルデラ Caldera

出典）「観光立国実現に向けた多言語対応の改善・強化のためのガイドライン」（国土交通省観光庁・抜粋要約）に追記

　　　   （Tea  bowl)
※普通名詞の表音表記は、必要
　に応じて　　　　 での表記
　が可能
　　　（Hot  Spring)

イタリック

Chawan

Onsen

種　類 主な表示事項

表記言語の種類
外国人の利用が想定される施設

＜基本的な表記＞
日本語・英語を
表記する施設

＜必要に応じた表記＞
他の言語を
表記する施設

外国人の利
用が想定さ
れない施設

地名、施設及び景観資源の名称、必要に
応じて標高数値等の自然情報

解説対象の図及び写真、説明文

公園及び地区・地域区分等の名称

（案内、解説、注意等の総括情報）

注意・警戒、禁止、フィールドマナー
難易度の変化点では、注意標識とともに、
勾配、路面状態、段差の有無など通行の
難易度を明記

地名、施設及び景観資源等の名称、方向、
距離、必要に応じて所要時間
勾配、路面状態、段差の有無など通行の
難易度

（地図を表示する標識）
主な地名、施設及び景観資源等の位置、
名称、現在地、スケール、方位、必要に
応じて距離・所要時間
障害者対応施設の位置
車いすで通行できる経路の明記

（地図、解説文、画像等を表示する標識）
地図部分には主な地名、施設及び景観
資源等の位置、名称、現在地、スケール、
方位、必要に応じて距離・所要時間
障害者対応施設の位置
車いすで通行できる経路の明記
その他の部分には、図、写真及び地域の
状況や自然の案内等の説明文

公園名碑標識
記
名
標
識

案
内
標
識

日本語+英語
+中国語（簡体字・繁
体字）・韓国語・その他
言語

日本語+英語
+中国語（簡体字・繁
体字）・韓国語・その他
言語
ピクトグラム＊

日本語+英語
+中国語（簡体字・繁
体字）・韓国語・その他
言語
ピクトグラム＊

日本語+英語
+中国語（簡体字・繁
体字）・韓国語・その他
言語
※日本語以外の説明文
　は原則として要約し
　て概要を記載する
ピクトグラム＊

日本語+英語
+中国語（簡体字・繁
体字）・韓国語・その他
言語
※日本語以外の説明文
　は原則として要約し
　て概要を記載する

日本語+英語
+中国語（簡体字・繁
体字）・韓国語・その他
言語
※日本語以外の掲載文
　は原則として要約し
　て概要を記載する

日本語+英語

日本語+英語

日本語+英語

日本語+英語
ピクトグラム＊

日本語+英語
ピクトグラム＊

日本語+英語

日本語+英語
※日本語以外の説明文
　は原則として要約し
　て概要を記載する
ピクトグラム＊

日本語+英語
※日本語以外の説明文
　は原則として要約し
　て概要を記載する

表題は日本語+英語
※日本語以外の掲載文
　は原則として要約し
　て概要を記載する

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

公園名（団地名を含む）

公園名（団地名を含む）

入口標識

資源名標識

誘導標識

解説標識

注意標識

掲示板

境界標識

案内図標識

総合案内標識

-

＊６頁ピクトグラム参照

■公共標識の標準表示内容
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２. 書体・文字

※  サンセリフ系書体：欧文書体のうち、文字の末端部にある爪のような装飾（セリフ）がなく、文字に使用する線の太さがほぼ一定である書体であること。

・日本語に使用する文字は、線幅がほぼ一定で視認性に優れた「角ゴシック体」を基本とする。

・比較的長い文章などの場合には、可読性を考慮して他の書体を用いることも可とする。

・英語・数字の書体は、日本語書体の角ゴシック体との調和を考慮するとともに、視認性に優れた「サンセリ
　フ系書体＊」を基本とする。

・中国語・韓国語、その他の言語の書体は、角ゴシック体に準じた書体を選択することを基本とするが、各母
　国で標準的な書体がある場合には適宜選択する。

・長い名称など、表記スペースが不足する場合は、横組み表記では長体を、縦組み表記では平体を用いる。ただ
　し、可読性が低下するため、過度の変形は避ける。

・文字の大きさは文字高で表す。

・英語の文字高は、日本語の文字高の３/４程度とする。

●　文字の大きさ

●　書体

■ 日本語角ゴシック体の例 ： ヒラギノ角ゴPｒｏ Ｗ６

■ 英語 サンセリフ系書体の例 ： フルティガー（Ｆｒｕｔｉｇｅｒ ５５ Ｒｏｍａｎ）

■ 文字の大きさ（文字高）

３. ピクトグラム
●　抽象化・単純化された絵を用いて多くの人に共通の事象を示す視覚伝達手段であり、情報伝達の国

　　際化およびユニバーサルデザインの観点から、ピクトグラムを積極的に活用した情報提供を図る。

●　「JIS Z 8210　案内用図記号」や「標準案内用図記号ガイドライン」による一般的なピクトグラム

　　のほか、自然公園に特有の事項を表すピクトグラムを使用する。

・ 本書の７頁と25～26頁に自然公園の公共標識に用いるピクトグラムの一覧を掲載する。

・標準案内用図記号ガイドライン、JIS Z 8210に色彩が規定されたピクトグラムは、色彩を変更せずに用いる。

・ピクトグラムを案内図上に表示する場合は、視認性を考慮して黒地に白図のネガ表現を原則とする。背景の
　明度が低い場合は、ピクトグラムを白の枠線で囲み視認性を高める。

・モノクロのピクトグラムを誘導標識に表示する場合は、白地に黒図のポジ表現を原則とする　。

・案内図上で用いる案内所、情報コーナー、お手洗など利用者の利便性に係るピクトグラムは、一般施設との
　区別を明確にするとともに、視認性を高めるため、青地に白図のネガ表現とする。

※2 「JIS Z 8210」より作成
※3 表中の⾊は印刷により実際の⾊とは異なるため、⾊⾒本等による確認が必要である。
※4 マンセル値：⾊彩を⾊相・明度・彩度の３属性属性により定量的に表す国際的な尺度。ここでは、JIS Z 9101（安全⾊および安全標識）に規定された値を
    ⽰す。
※5 CMYK値：⼀般的な印刷に⽤いられる４⾊のインク（C:シアン、M:マゼンタ、Y：イエロー、K：ブラック）のかけあわせにより⾊を再現する⽅法で、
  「プロセスカラー」ともいう。ここでは⾚・⻩・⻘⾊・緑⾊のマンセル値の近似⾊として、「地図を⽤いた道路案内標識ガイドブック」に⽰された値を⽰す。  

※1 「地図を⽤いた道路案内標識ガイドブック」より

■ ピクトグラムの色彩例

■ ポジ表現・ネガ表現

■ 利便性に係る施設の表現

※１

※２

※３

※４

※５

正方形の内部を
赤で塗りつぶす

（禁止） 注意（明示） 指示（誘導） 安全（避難・救護）

正方形の内部を
緑で塗りつぶす

赤 緑黄 青

10 G 4 / 10

100 / 20 / 70 / 0

円の内部を青で
塗りつぶす

安全（防火・緊急）
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落石危険・頭上注意
Danger of falling rocks！

危険・ヒグマ出没中注意
Warning! Bear habitat

勾配５％以下
Slop 5％maximum

勾配8％以下
Slop 8％maximum

勾配8％以上を含む
Includes slop over8％

危険・火山性有毒ガス注意
Toxic volcanic gas!
雨天時注意・土石流危険渓流
Danger of landslide when raining　等

落枝注意
Caution,falling twigs

スノーモービル等乗り入れ規制区域
Snowmobiles prohibited area

自然探勝路、園路、歩道
Nature trail / Footpath

花を採らないでください/採らない
Do not pick wildflowers or damage plants

動物を獲らないでください/獲らない
No hunting or fishing / All wildlife is 
Protected from hunting or harassment

野生動物に餌を与えないでください/
与えない
Do not feed any wild animals / 
Do not feed and handle wildlife

登山道
Trail / Hiking trail

避難小屋
Shelter hut

自然を大切に / 自然を大切にしよう
Care for nature　等

手すり付きトイレ
Toilet with handrails

山小屋
Mountain lodge

ビジターセンター
Visitor center,Nature center

自然保護官事務所
Ranger station / Ranger office

悪路のため足下注意
Rough terrain!Watch your step

自動車バイク等乗り入れ規制区域
All motor vehicles prohibited area

モーターボート等乗り入れ規制区域
Motorboats prohibited area

歩行中禁煙 / 吸わない
No smoking while walking

焚火禁止 / 炊かない
No lighting fires! /
Fires are not parmitted

ペットの持ち込みはご遠慮ください
No pets / No pets allowed

爆竹などの花火類禁止
No fireworks / Fireworks including 
firecrackers are prohibited

自然公園独自のピクトグラム

１.施設表示等

２.禁止・規制、警告、指示、マナー等

３.ユニバーサルデザイン

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23a

23b

24a

24b

25a

25b

26

・「多言語対応のピクトグラム」（25～26頁）のうち、文字による補助表示が必要とされているものと全ての

　「自然公園独自のピクトグラム」には、ピクトグラムの意味を文字で併記することを原則とする。

・文字は、「公共標識の標準表示内容」に基づき、日本語と英語で表記する。各自然公園等の利用特性に応じ

　て、その他の言語（中国語、韓国語、その他言語）を加えることとする。

・地図上にピクトグラムを表示する場合は、文字による補助表示が何箇所も掲出されることを避けるため、凡

　例にまとめてピクトグラムの意味内容を文字で表記する。

・利用者の安全性確保を重視する場合は、外国人利用も含め、誘導標識や注意標識のピクトグラムの意味内容

　を文字で表記することも検討する。

・ピクトグラムに文字を併記する場合は、日本語文字高を４とした場合、英語文字高を３、ピクトグラムの外形

　枠を９の比率で表示することを原則とする。

■ピクトグラムの文字併記例

●　 文字、ピクトグラムの表示方法 

・案内図上で用いる文字やピクトグラムは、高齢者や弱視者にも判読しやすいよう、できるだけ大きく表示

　する。ただし、地図上に表示された施設類が多い場合や、地図の縮尺が小さいなどの場合は、文字や

　ピクトグラムによって地図情報が隠れてしまうことがあるため、下に示す文字・ピクトグラムの大きさ

　を参考にし、最低限必要な大きさに配慮する。

・一度に認識できる情報量には限度があるため、場合によって情報量を減らすことも考慮する。

・施設の複合的な機能を表す際には、ピクトグラムを組み合わせることができる。

・ピクトグラムの向きと実際の位置関係が矛盾する場合には、図形の左右を反転することができる。

・ピクトグラムを組み合わせる場合は、下表の比率を原則とする。

■ ピクトグラムの組み合わせ・左右の反転

■ 地図上に表示する文字・ピクトグラムの大きさ例

ピクトグラム基準枠寸法（ｍｍ角以上） 480 360 240 120 60 35

視距離 40m 30m 20m 10m 5m 1m

ピクトグラム 和　文 英　文
凡例部表示

特大サイズ

大サイズ

中サイズ

小サイズ

24.0mm

̶

21.0mm

16.5mm

12.0mm

10.5mm

18.0mm

9.0mm

7.0mm

5.0mm

8.0mm

14.0mm

7.0mm

5.5mm

4.0mm

4

1

視 距 離 和文文字高 英文文字高
30mの場合

20mの場合

10mの場合

～5mの場合

～2mの場合

120mm 以上

80mm 以上

40mm 以上

20mm 以上

9mm 以上

90mm 以上

60mm 以上

30mm 以上

15mm 以上

7mm 以上

・視距離 50cmを想定
・案内所、情報コーナー、都道府県庁、市町村役場、博物館など、移動の目的地と
　なる主要な施設の表示には、大サイズを用いるよう示されている。

左右反転例（お手洗） 

 
 
 
 

 
 
 

実際の位置関係に対応した表記 

（左右を反転） 

a

a a

2/16 a
身障者対応のお手洗

身障者・乳幼児・オストメイトに
対応したお手洗

身障者・乳幼児用施設を備えたお手洗

a

2a-2/16 a

1/35 a

1/35 a

組み合わせ例組み合わせの原則

「公共交通機関旅客施設の移動円滑化整備ガイドライン」より 「地図を用いた道路案内標識ガイドブック」より

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K
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9 10

４. 地図

・地図上に表示されたピクトグラム等の記号について、凡例で説明する。
・凡例は日本語と英語で表記する。各自然公園等の利用特性に応じて、その他の言語（中国語、韓国語、その他
　言語）を加えることとする。

・現在地表示は最も視認性の重要度が高いため、誘目性の高い赤で表示することを原則とする。

・さらに視認性を高めるため、表示の周囲に白線の縁取りを行うことを原則とする。

・地図に用いる色は、色数が増えると煩雑になるため、多くの色を用いないことが望ましい。
・色どうしの明るさのコントラスト（対比）を十分大きくすること等により、高齢者や弱視者などにもできる
　限り識別しやすいよう工夫することが望ましい。類似の色がどうしても隣り合う場合は、色面の境界に白ま
　たは黒の縁取りを行うなどの措置を講じる。
・文字やピクトグラムは基本的に黒と考えられるため、これらの背景に明度の低い（暗い）色が配置されない
　ようレイアウトを工夫する。どうしても重なり合う場合は、文字やピクトグラムに白の縁どりを行うなどの
　措置を講じる。

・主地図の地図上に、現在地を始点として100ｍ間隔程度（副地図は数km単位程度）で縦横のメッシュを表示
　する。地図の見やすさを考慮して、線の色は黒を基本とし、幅はできるだけ細くするが、現在地で交差する
　線をやや太く表示することで、現在地の誘目性を高める。
・地図の下端または上端に、一定幅の色のラインを配置し、スケールバーとする。ラインの色は現在地表示と
　同色を基本とし、幅は10～15ｍｍ程度とする。距離の表示は、現在地点をゼロとし、メッシュと対応した
　位置に表示する。
・地図の邪魔にならず視認しやすい位置に、方位の表示を行う。使用するマークの形は任意とするが、できる
　だけシンプルな形状のモノクロ表示を原則とする。また、背景の明度が低く識別しにくい場合は、マークの
　周囲に細い白線を付加するなど、視認性を高める措置を講じる。

■ メッシュ、スケールバー、包囲の表示例（単位：ｍｍ）

■ 凡例のレイアウト例 （単位：ｍｍ）

■ 現在地の表示例  （単位：ｍｍ）

※　「現在地表示の色を赤にしている例が多いが、一般的に最も彩度の高い赤（0 / 100 / 100 / 0）は、視覚障害者にとって黒文字や黒線と区別しにくいために目立って
　　見えないことがある。このためオレンジ寄りの赤（0 / 75 / 95 / 0）を用いることが望ましい。」（「カラーバリアフリーサインマニュアル」平成21年 神奈川県　より）
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■ 表面
■ 表題部表示例（総合案内標識・案内図標識　表面　単位：ｍｍ）

■ 裏面表示例（総合案内標識・案内図標識　単位：ｍｍ）

１. 総合案内標識
・ 利用者が理解しやすい通称名などによる表題を、日本語と英語で表示する。

・ 標識全体のアイキャッチャーとして、青字に白図のインフォメーションマークを表示する。

・ 表題およびインフォメーションマークは、利用者に視認される位置に標識が設置される場合にも、裏面にも表示

   する。

2015.32015.3
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　雲仙を最初に開いたのは、およそ1300年前（701年）、奈良時代の僧「行基」だと云われています。当時「温泉」（ウンゼン）は、
女人禁制の霊山として、西の高野山と呼ばれるほど栄えていました。そのためか、地獄の噴気箇所には、当時の仏教説話に基づ
いた地名が数多くつけられています。
　明治44（1911）年には、日本で初の「県営温泉公園」となり、昭和9（1934）年に、瀬戸内海や霧島とともに日本最初の国立公
園の指定を受けました。その後、昭和31年に天草地域が追加され、「雲仙天草国立公園」となりました。

Gyoki, a renowned Buddist monk from the Nara Era, is said to be the person to first develop Unzen in 701. As a special mountein 
where no women were admitted, Unzen flourished so much that is was referred to KOYASAN of the west. Many place where 
fumarolic gas arises were named after the Buddist Legend.
In 1911, it was designated as Japan’s first “Prefectural Park” and in 1934, it became Japan’s first “National Park” along with
Seto Inland Sea and Kirishima. Later on, in 1956, Amakusa Area was included to the park to become Unzen-Amakusa National Park.
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■ 表面

■ 裏面 ■ 誘導情報レイアウト（単位：ｍｍ）

■ 誘導情報の表示について
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・施設名称の文字数が多い場合は、文字を変形させて（長体を用いて）文字幅を縮小する。

・英語表示と距離表示を変形させる場合は、同率の変形とする。

・ピクトグラムの認知度が高い場合は、文字を省略することで、同じ方向にある複数の施設を表示することが

　できる。ただし、施設が集中しており各施設までの距離がほぼ同等である場合に表示するものとする。

・文字が長く変形によって著しく読み取りにくくなる場合には、ピクトグラムを省略して文字表示のみとする。

・日本語表示の段に余裕のある場合は、外形枠55ｍｍ（日本語の文字高と同等）の大きさで、整備水準を示す

　ピクトグラムおよび文字による説明を表示する。

３. 誘導標識

■ 文字・ピクトグラム

■ 園路の整備水準

■ 文字・ピクトグラム

■ 園路の整備水準



立入禁止

No admittance 

危険
火山性有毒ガス注意

Toxic volcanic gas! 

Care for Nature

自然をたいせつに歩道外立入禁止

Stay on wooden walkway

与えないでください

Do not feed any wild animals

標準表示例

４. 注意標識

●　基本レイアウト ●　標準表示例（単位：mm）
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No camping  
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No swimming 
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案内所
Question & answer  

情報コーナー
Infomation

●　安全性の確保、自然環境の保護、公序良俗の維持。 

●　禁止・規制、警告、指示、利用マナーの呼びかけ。 

■ 文字による表示 ■ ピクトグラムと文字による表示
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